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総数116、前週の113.7％と、増加です。
首位は、感染性胃腸炎で、前週比103％、定点当たり11.6と横ばいです。
2位は、溶連菌感染症、前週比140％、定点当たり3.5と、流行中です。
3位は、RSウイルス感染症、前週比230％、定点当たり1.2と、倍増です。
同数で、突発性発疹、前週比120％、定点当たり1.2です。
以下は、定点当たり1未満ですが、
咽頭結膜熱が5名、ヘルパンギーナが、4名と目立ち、
残りは、水痘が3名、流行性耳下腺炎が2名です。

6/24、小児科休日当番は、来院数63名、胃腸炎6名、溶連菌2名、水痘2名、
突発性発疹2名、アデノ、ヘルパンギーナ1名づつ、という状況でした。

RSが不思議に多く、溶連菌、アデノ、ヘルパンギーナ、水痘、流行性耳下腺炎と、
出ており、当番医も43名から63名に増加、夏に向けて、感染症が増えてきました。
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増減病院:開業医
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